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許容濃度 全異性体およびその混合物に対して
50ppm (217mglm3) 

1. 別名:キシロール
2. 用途:混合体(エチルベンゼンを含む) は各種溶剤

(ことにトルエンと共存した形で、)に使用される〔混
合比としてはm-体(約40%)が最も多く ， 次いで
か体(約20%)， p-体(約15%)， エチルベンゼン

(約15%)となるJ. 異性体別には0・体は無水フタル

酸， 0-フタロジニトリ ル， キシレノール， キシリジ
ンの， m同体はイソフタル酸， メタキシレンジアミン，
キシレン樹脂の， p -体はテレフ タ ル酸， テレフタル
酸ジメチル(エステル)， p-トルイル酸の合成原料と

なる1) 特殊な用途として病理組織標本の作成過程

でキシレンが使用される.
3. 物理化学的性質 2)

常温・常圧で無色・可燃性の液体
分子量106.16

4. 代謝
45-100 ppmのキシレン各種異性体に志願者を曝露し

た実験によれば， 肺での吸収率は60-64%であった3，ω.
志願者の前腕部に0.2 ml (0.139 g) のキシレン(異性

体の記述なし)を時計皿で、覆って接触させ， 10-15分後
の残留 量 と の 差 を 経皮吸収量と想定 5) した実験では，
経皮吸収速度は4.5-9.6mg/時/cm2と推定された6) し

かし両手または片手を手首まで液状のm-キシレンに15
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混合体 0・体 m-体 pイ本
比重 約0.86 0.880 (d20 4) 0.868 (d154) 0.861 (d204) 
融点Cc) -25.2 

沸点Cc) 137-140 144.4 
蒸引気火圧 (hPa， 200C) 7-9 6.6 

点cc， 密閉式) 29 30 
水溶性(mgIZ) <142 

アルコールその他の有機溶剤を良く混和する。

分間浸けた実験で 皮膚からのキシレン吸収量を尿中に
その90%がメチル烏尿酸として排植されると想定して
尿中代謝物排池量 か ら推定すると35mg/ 15分であっ
た. この量 は100ppmの蒸気に同時間曝露した場合の
吸収量に相当じ， 皮膚吸収速度は120μg/時/cm2と計
算された7) 同様に液状のm-キシレンに両手を20分間
浸けた実験で尿中メチル馬尿酸排准量および、呼気中への
m-キシレン排出量から推定した場合には， 経皮吸収速
度は147μg/時/cm2と算出された8)

従ってキシレンの経皮吸収速度としては実験手法によ
り， 4.5-9.6 mg/時/cm26)あるいは120μg/時/cm27)な
いし147μg/時/cm28)と著しく異なる 数値が報告され
ていることになる. 因みに蒸気曝露に伴う経皮吸収につ
いては別の志願者実験によれば， 全身蒸気曝露(経気道
吸収と皮膚吸収)の場合， 皮膚吸収量 は全吸収量 の
1-2%にとどまるとされている9)

14C_キシレン330ppmに10分間マウスを曝露した実験
によれば， 放射能は脂肪組織， 骨髄， 大脳(白質) ， 脊
髄， 肝臓および腎臓に高濃度に検出された10，11 ) また
妊娠マウスを曝露した場合胎仔から放射能が検出され，
キシレンが胎盤を通過し得ることが確 認されている12)

ヒトの場合体内に吸収されたキシレンは主に肝臓13 )
で， 主として側鎖メチル基1個の酸化を受けてメチル安
息香酸となり， その大部分はグリシン抱合を受けてメチ
ル馬尿酸4)となり， また一部はグルクロン酸抱合を受
け14) て尿中に排出される. さらに一部はベンゼン環の
水酸化を受け， グルクロン酸抱合体または硫酸抱合体と
して尿中に排出される3 ) メチル安息香酸の経路および
ベンゼン環水酸化の経路はそれぞれ>97%と1-2%3，心
を占める. 0・ キシレンの場合メチル安息香酸は主として
グルクロン酸抱合体として排出されるという14) キシ
レン曝露濃度と尿中メチル馬尿酸濃度との聞には直線関
係が観察されている1 5，1 6)

尿中メチル馬尿酸排出の半減期は2相性を想定した場
合3.6時間と30時間1 7)， 3相性と考えた場合は1-2時間，
10時間， 20時間4)と記述されている.
5. 人に対する毒性
5-1 実験的研究

志願者に対する実験的曝露によれば， 4時間曝露の結

-47.9 13.3 
139.1 138.3 

7.9 8.6 
25 25 

<146 <186 

果69ppm (300 mg/m3) では心理学的検査で異常を 認
めなかった18)が， 104 ppm (450 mg/m3) では単純反
応時間(Simple reaction time) の延長19)を， 207ppm 
(900 mg/m3)では脳波に軽度の所見を 認めた20) と報
告されている. ただし138ppm (600 mg/m3) 曝露で反
応時間に変化を生じなかった21，22)とする報告もある.
5-2 職業的曝露例

キシレンに対する職業的曝露の解析例は一般に他溶剤
との混合曝露を伴うため， キシレン単独曝露解析例は少
ない. 主としてキシレン(全溶剤の70%以上;総キシ
レンとして幾何平均14ppm 最高175ppm ;うちm嗣体
50�60%) に対する曝露を受けていた接着・塗装作業
者175名(男子107名，女子68名) についての調査例23 )
では舷畳， 浮揚感， 頭重， 頭痛などの中枢神経系に関す
る自覚症状や眼・鼻・咽頭などの刺激症状が低濃度曝露
群(20ppm以下) より高濃度曝露群(20 ppm以上)に
より高頻度に認められたが， 関値は明確には示されなか
った. 血液学的所見および血清生化学的所見には異常を
認めていない.

トルエン(最高203ppm)およびキシレン(総キシレ
ンとして最高103ppm ;うちmイ本約50%)に対する混
合曝露を受けていた233名(男子122名， 女子111名)
の塗装作業者についての調査 24)によれば， 中枢神経系
および粘膜刺激に関する自覚症状の種類と頻度にはトル
エン単独曝露群と比較して著差を認めなかった. 血液学
検査および血清生化学検査では異常は検出されなかっ
た.

ゴム工場に勤務し， 芳香族化合物蒸気〔エチルベンゼ
ンが相対的に多く (最高54ppm) ， トルエンがこれに次
ぎ， キシレン(最高13ppm) はベンゼンとともに低濃
度〕曝露を受けていた男子労働者では精子数の減少など
精巣機能低下を示す所見を認めたが， どの化合物に起因
するかは明らかにされていない25)
5・3 職業性がん疫学

1973-1992年間に約4.300名(66，500人・年) を対象
として行われた芳香族化合物(スチレン， トルエン， キ
シレン)曝露 労働者におけるがん疫学ではキ シレン

(15，676人・年) 曝露とがん発生の聞に明らかな関連は
見出されなかった26)
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各種がん患者3，730名と対照群533名とを対象とした
研究 によれば， 相対的に高濃度キシレン曝露を受けたと
推定される群で結腸がんおよび直腸がんの発生がオッズ
比そ れ ぞ れ 5.8 (95%信頼区間 1.9-22.0) およ び 2.7

(0.9-8.3) を示したが， 症例数が少なく (曝露群:対照
群=8例:3例および5例:8例) 結論には至っていな
し\ 27) 
6. 実験動物等に対する毒性
6-1 急性毒性

混合体キシレンおよびキシレン各種異性体の急性毒性
量のうち， 相互比較の可能な所見を下表に要約する. 比
較のためにトルエンに関する所見を併記する2，28，29)

これらの所見は投与経路および毒性指標により数値の
大小順に差がある場合があり， ラット吸入LCL。値はト
ル エ ンに比 し て 0・キ シ レンあ るい はm- キ シ レ ン の毒性
は相対的に低いことを示すが， マウス腹腔内LD50値，
ラット経口LD50値， およびウサギ皮膚塗布LD50値はキ

シレン3 異性体聞に著差がなく ， いずれもトルエンの値
にほぼ等しいことを示している.
6 ・2 中枢神経系等に関する毒性

0-， m-あるいはp-キシレン2，000ppm に6時間/日X3
日反復曝露した実験では， いずれの異性体の場合にも肝
相対重量の増加と視床下部でのカテコールアミンレベル
の上昇を認めた3 0). 0・， m-ある いはp-キシレン
2，000 ppm に反復曝露した場合， 肝P-450量の増加が認
められた31 )

m-キシレン100pprrìにラットを6時間/日X5日/週×
6 カ月反復曝露した実験では， 肝滑面小胞体の増加を認
め， また回転棒(rotarod) 滞在時間は対照群の70%以
下に， 自発運動量は対照群の約50%に(いずれも有意)
低下した32，33，34)

6・3 生殖毒性
マウスを妊娠6-15日の聞かキシレン115ppmに4時

キシレン
投与経路

混合体 oe，体
吸入 (ppmX時間)

ラットLC50 6，700x4 
LCLo 6，125 X 12 

マウスLD50
LCL。 11，521 X? 6，912X? 

腹腔内 (mg/kg)
マウスLD50 1，364 

経口 (mg/kg)
ラットLD50

LDL。 5，000 

皮膚塗布 (mg/kg)
ウサギLD50
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間x 3回/日反復曝露した実験では， 偽曝露群に比して
胎仔の体重増加抑制と化骨遅延を認めた. 同様の所見は
mイ本および、P同体で、も観察された3 5) ラットを妊娠4-20
日の間工業用キシレン500 ppm に6時間/日反復曝露し
た実験では明らかな生殖毒性は 見出され なかった3 6)
し かし別の実験では ラットを妊娠7-20日の間工業用キ
シレン200ppm に6時間/日反復曝露したところ， 生仔
の神経行動学的発達に遅延が認められ た 3 7)
6-4 変異原性

キ シ レ ン は 3 異性体とも Ames 試験陰性 38) ， 染色体
異常試験陰性39)と報告されている.
6-5 発がん性

雄雌のB6C3F1 マウスにキシレン混合体(0ーキシレン
9%� m- キ シ レン 60 % ， p-キシレン14%， エチルベン
ゼ、ン17%)をトウモロコシ油で稀釈し， 0 ，  500 ， 1，000 
mgキシレン/kgl日X5日/週x 103 週反復経口投与した
実験では， 発がん性は見出されなかった40)
7. 許容濃度の提案

m同体

8，000X4 

以上の結果を要約すると
1)志願者を用いた実験的曝露で104ppmx 4時間曝

露により， 反応時間の延長が認められた研究例が
あること.

2)労働者についでの調査例では関値は明らかにされ
ていないが， キシレンの毒性像はトルエンの毒性
像に類似していること.

3)ラッドを用いた実験で、100ppm 反復曝露により，
回転棒成績の低下と自発運動量の低下を認めるこ
と.

4)妊娠ラヅ)十でをエ業用キシレン200p pmに反復曝露
じた実験で" 出生したイ子ラットに精神行動学的発
達に遅延を認めた，とすお報告があること.

5)実験動物に対する急性毒性はキシレン3異性体間
に著差を認めずiいずれもほぼトルエンに等Lい

、 、 トルエン

4，550X.4 
4，000X4 

5，320 X 4 
2，010X 24 3，456X? 

1，739 2，110 1，548 1，126 

5，000 5，000 4，300 5，000 

14，100 12，124 
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と考えられること(因みに現行のキシレン許容濃
度値100ppmは， 当時のトルエンの許容濃度値
100 ppmとの関連において定められている. ) . 

があげられる. 従って現行のキシレンの許容濃度100
ppm では中枢神経系に対する影響を生じる可能性があ
り， トルエンの許容濃度50ppmに合わせてキシレンの
許容濃度を50 ppm と する ことを提案する.
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シアン化カリウム(皮)
KCN 

[CAS No. 151-50・8]
シアンイヒカルシウム(皮)

Ca(CN)2 
[CAS No. 592・01-8]

シアン化ナトリウム(皮)
NaCN 

[CAS No. 143-39-9] 
最大許容濃度 5 mglm3 (CNとして)

1. 別名1 )
シアン化カリウム:青酸カリ ， 青酸カリウム， 青化カ

リウム
シ ア ン化ナトリウム:青酸ナトリ ウム， 青酸 ソ ーダ，

青化 ナトリウム， 青化 ソーダ
2. 用途1 )

シアン化カリウム ・シアン化ナトリウム:金， 銀の鉱
石よりの抽出， 顔料(紺青) の原料， メッキ ， 殺虫剤，
金属の焼き入れ， 写真用， 有機合成， 医薬・黄血塩製造，
分析用試薬などに用いられる.

シアン化カルシウム:消毒剤， 殺虫剤， ステンレス鋼
工業， セメント安定剤などに用いられる.
3. 物理化学的性質1)

シアン化カリウム:分子量65.11， 常温で、国体， 白色，
青酸臭をもっ. 溶解性:水に易溶， アルコールにわずか
に可溶. 火災危険:中等度・水・酸および熱と同時に接
触すると， シアン化水素を発して燃える.

シアン化ナトリウム:分子量 49.02 ， 常温で結晶体，
白色， 青酸臭をもっ. 融点564 oC， 沸点1，496 oC， 蒸気
圧10mmHg (983 Oc ) ，  1.0 mmHg (8170C) . 溶 解性:
水に溶け， 徐々にシアン化水素を発生する. たとえ炭酸
のような弱酸でも容易にシアン化水素を遊離させる. わ
ずかにアルコールに溶ける. 水， 酸および熱と同時に接
触すると， シアン化水素を発して燃える. 火災危険:中
等度.

シアン化カルシウム:分子量92.12 ， 常温で結晶体，
白色， 青酸臭をもっ. 溶解性:水に溶け， 徐々にシアン
化水素を発生する. たとえ弱酸でも容易にシアン化水素
を遊離させる. アルコールに溶ける. 水， 酸および熱と
同時 に接触すると， シアン化水素を発生する. 火災危
険:中等度.
4. 吸収・代謝・排准1 )

シアン化物は， 呼吸器および皮膚から速やかに吸収さ
れる(汗で経皮吸収が促進される) . シアンイオンは，
肝・腎などに存在するチオ硫酸と反応して， チオシアン
となり， 尿中に排池される.
5. 致死量 1 )


